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1. 背景・目的 

乱流揺動は核融合プラズマの閉じ込め性能に

大きな影響を与えるためその挙動を調べるこ

とは重要である。トカマク型装置では閉じ込め

状態の悪いL-modeからプラズマ密度、温度、エ

ネルギー閉じ込め時間等が劇的に向上する現

象、H-modeへの遷移時に周辺部の乱流揺動の低

減が確認されている。ヘリカル型装置ヘリオト

ロンJではH-modeに類似した自発的な閉じ込め

改善モードへの遷移現象が観測されている。 

本研究ではヘリオトロンJにおけるL-H遷移

時の電子密度揺動の解明を狙う。このため、搬

送周波数の異なる2チャンネルのマイクロ波反

射計によって得られた電子密度揺動の相関解

析によって、L-H遷移に伴う揺動の強度や径方

向構造の変化等を明らかにする。 

2. 閉じ込め状態改善前後での2点間の相関係数 

 反射計2の搬送周波数を26.13[GHz]に固定し、

反射計1の搬送周波数を各ショット毎に変え、

揺動の径方向の情報を得た。これら2点間の径

方向密度揺動計測における複素振幅のデータ

に対し相互相関解析を行い、相関係数のピーク

や時間差を閉じ込め改善遷移の前後で比較し

た。 

L-H遷移が観測されたショットの放電条件の

プラズマパラメータおよび反射計信号を図1に

示す。蓄積エネルギー増加と共にH𝛼輝線強度の

低下、閉じ込め状態改善が見られる243ms付近

に揺動強度の抑制が確認された(図破線)。 

両反射計信号の相関係数の最大値のMHD不

安定性の影響を避ける為、50KHzでハイパスフ

ィルタをかけて解析を行った。L-H遷移時にお

いて相関係数最大値の急激な増加が確認され

た。これは揺動構造変化、またはプラズマ周辺

部の密度勾配長の変化を反映していると考え

られる。今後、トムソン散乱計測、ビーム放射

分光計測のデータと詳細な比較を進める。また 

 

本研究では異なる搬送周波数毎のデータに対

し同様の解析を行い、径方向構造の議論を行う。 

 

 

 

 

 
 

図1 プラズマパラメータ(#60540) 

(a)電子密度、蓄積エネルギー(b)H𝛼輝線スペク

トル(c)反射計1揺動強度(d)反射計2揺動強度 

 

 
 

図2 反射計1と反射計2との相互相関係数最大

値の時間発展(#60540) 
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